
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・教職員間でマイプランを共有すると
ともに，授業実践を行う。また，校内
研修及び学力向上対策委員会により取
組のより一層の推進を図る。

B

・「学力向上対策評価シートの共通実践項目を意
識して授業に取り組んでいる」のアンケートで，
「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」が
93％であった。随時，振り返る機会を設定し，授
業力の向上を図る。

B

・学習状況調査やＣＲＴ学力検査等の結果
を校内研修及び学力向上対策委員会で共有
し，来年度に向けての取組の推進を図っ
た。

B

・授業参観では，全クラスの児童が落ち着
いた学習態度で集中して授業を受けてい
る。学習環境の整備などが見られ，全職員
が共通理解のもと，学校教育に取り組んで
いる。

主 ： 学力向上ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　　　（教務）
副 ： 指導法改善

〇学習内容の定着に向けた「わかる授
業」の実践と授業改善

〇「授業中，めあてを持って学習し，
学習した内容を振り返ることができて
いる」と回答した児童80％以上

・「学力向上対策4つの取組」リーフ
レットを踏まえ，全教科において，め
あてを提示し，学びの振り返りを設定
する。
・学力向上たよりを発行し，保護者の
理解を得る。

B

・「授業中，めあてを持って学習し，学習した内
容を振り返ることができている」のアンケートで
は，「よくあてはまる」48％，「だいたいあては
まる」46％であった。
・「分かる授業」への取組では，保護者，教職員
ともに，｢よくあてはまる」「だいたいあてはま
る」をあわせると95％以上であった。より保護者
の理解，協力を得るためにも情報を発信しながら
取り組んでいく。

B

・学習状況調査やＣＲＴ学力検査等のやり
直しや補充学習等を行った。
・学習状況調査やＣＲＴ学力検査の結果資
料やその見方等を知らせ，「西部型授業」
「学力向上対策4つの取組」リーフレッ
ト」実践に向けて，今後の課題を次年度の
目標にできるよう啓発を行った。

B

・「学校は，学習内容の定着のために「わ
かる授業」の実践と授業改善に取り組んで
いる。」のアンケートでは，「よくあては
まる」50％，「だいたいあてはまる」50％
であった。

主 ： 学力向上ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　　　（教務）
副 ： 研究主任

●児童生徒が，自他の生命を尊重する
心，他者への思いやりや社会性，倫理
観や正義感，感動する心など，豊かな
心を身に付ける教育活動

〇道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童80％以上

・ふれあい道徳や道徳に関するアン
ケートを実施する。
・道徳科の授業づくりに関する校内研
修等を実施する。
・道徳たよりを発行し，保護者の理解
を得る。

B

・ふれあい道徳の実施や学校便り等を活用し，保
護者への啓発を行うことができた。
・児童への心の教育アンケートでは，80%以上の児
童が思いやりや公正・公平などの道徳的価値につ
いて意識しながら生活している。今後は，言葉使
いなどの相手の立場や心情についてよりいっそう
考えることができるよう指導していく。

B

・道徳の授業実践の充実に努め，道徳に関
するアンケートにおいて肯定的な回答をし
た児童は89％であった。
・学校便り，学級通信等を活用し，保護者
への情発信をし，理解を図った。

B

・「学校は，児童が，自他の生命を尊重す
る心，他者への思いやりや社会性，倫理観
や正義感，感動する心など，豊かな心を身
に付ける教育活動に取り組んでいる。」の
アンケートでは，「よくあてはまる」
50％，「だいたいあてはまる」50％であっ
た。

主 ： 道徳教育推進教員
副 ： 人権・同和担当

●いじめの早期発見，早期対応体制の
充実

〇教育相談及びいじめ防止等について
組織的な対応ができていると回答した
教員80%以上

・いじめ防止マニュアル等にもとづいた未然
防止と早期対応による共通実践を図る。
・教育相談週間の実施による児童理解に努め
る。
・連絡会及び事例研究会等の開催による情報
共有を図り，教育相談だよりの発行等によ
り，保護者へ理解を促す。

B

・「いじめの早期発見，早期対応体制の充実に努
めている。」のアンケートでは，「だいたいあて
はまる」以上が，教職員100％,保護者90％であっ
た。
・職員間での情報交換等を含め，いじめ事案が発
生した場合は早期対応を行っている。しか，組織
としての取組，学校全体としての心の教育などの
未然防止の取組がまだ不十分である。

B

・いじめ事案が発生した場合は，いじめ防
止対策委員会を開き，複数の職員，さまざ
まな立場から児童観察，保護者対応を図
り，早期対応を行った。また，職員連絡会
で，「気になる子の報告」を行い，職員全
体で未然防止の取り組みを行った。

B

・「学校は，いじめの早期発見，早期対応
体制の充実に努めている。」のアンケート
では，「よくあてはまる」25％，「だいた
いあてはまる」75％であった。 主 ： 生徒指導主任

副 ： 教育相談担当

◎児童が夢や目標を持ち，その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動

◎「夢や目標をもって学校生活を送る
（4年～6年）」について肯定的な回答
をした児童（6年生）80%以上

・特別活動を核として，自分の夢や目
標の実現を目指して意欲的に取り組も
うとする態度を育むキャリア教育を推
進する。
・学校と地域が一体となった体験活動
などにより，郷土への誇りと愛着を育
む。

B

・「夢や目標をもって学校生活をおくっている」
のアンケートでは，「だいたいあてはまる」以上
で，児童(4年以上）90％，保護者93％，教職員(取
組93％であった。反面，10％の児童が否定的な回
答をしているので，キャリアパスポートや地域教
材等を生かしながら，郷土愛をはくぐむ取り組み
や自己肯定感を高める支援をしていきたい。

B

・キャリアパスポートを生かしたり，米作
り等の体験活動を地域と協力して行いなが
ら，郷土愛や自己肯定感を高める教育を実
践した。 B

・「学校は，児童が夢や目標をもち，その
実現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動に取り組んでいる。」のアン
ケートでは，「よくあてはまる」75％，
「だいたいあてはまる」25％であった。

主 ： 教務主任
副 ： 特別支援担当

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツをおこな
う時間が１週間で４２０分以上の児童
生徒６０％以上

・運動の楽しさを実感できる体育の授
業づくりを行い，学習との関連付けに
より，運動の日常化を図る。
・体力向上たよりを発行し，保護者の
協力を得る。

A

・「体育以外で，一日(土日も入れて）１時間以上
運動している」のアンケートでは，78%の児童が
「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」で
あった。数値目標は達成しているが，ほとんど運
動しない児童もいる。校時の見直しをし，運動で
きる時間を増やしているが運動量の二極化も見ら
れる。今後は，運動の機会だけでなく，運動の楽
しさを感じさせるなどの手立てを行う。

A

・授業以外で運動やスポーツをおこなう時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒80％
であった。コロナ禍のため，体育的活動の
制限があったが，授業形態等の工夫を行
い，児童の運動量や意識向上に努めた。

A

・「学校は，運動習慣の改善や運動の日常
化のための教育活動に取り組んでいる。」
のアンケートでは，「よくあてはまる」
75％，「だいたいあてはまる」25％であっ
た。

主 ： 体育主任
副 ： 研究主任

〇望ましい食習慣と基本的生活習慣の
形成

〇朝食をとって登校する児童80% ・生活状況調査，食に関する意識調査
の実施
・保健だよりの発行し，保護者の協力
を得る。

B

・ほぼ毎日朝ごはんを食べている児童は，85％で
あった。反面，数名の児童は，朝食を取っていな
いときがあり，生活習慣の見直しや保護者への啓
発等も行っていく。 B

・朝食をとって登校する児童90%以上で
あった。
・学級活動，家庭科等の授業を通し，朝食
についての意識を高めたり，朝食を取って
いない児童の保護者への啓発等を行ったり
した。

A

・「学校は，望ましい食習慣と基本的生活習慣の
形成のための教育活動に取り組んでいる。」のア
ンケートでは，「よくあてはまる」75％，「だい
たいあてはまる」25％であった。

主 ： 保健主事（養護教諭）
副 ： 栄養教諭

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
（月４５時間以内，年間３６０時間以
内）

・定時退勤日の設定と年休等の取得促
進を図る。
・校時程の見直しによる学級事務・成
績処理の時間の確保に努める。

B

・4月から12月までの職員の時間外勤務の平均は，
約23時間であった。職員間で差が大きく，業務の
効率化や職員の意識変革に勤めていく。また，定
時退勤日の遂行・声かけ，年休等の取得促進を
図っていく。

B
・4月から3月までの職員の時間外勤務合計
の平均は，約275時間であり，指標の360時
間以内を達成した。 B

・学校便り当の情報発信をし，校務分掌や
校時表の見直し等の改善策についての理解
を得た。

主 ： 管理職

〇業務改善と環境整備に向けた取組 〇働き方に対する改善が図れたと考え
る教員80％以上

・校務分掌の見直しによる各部会及び
各委員会の再編成を図り，「二里小
SAIKOU」の意識を高める。 B

・「働き方に対する改善が図れた」と回答した職
員は，「よくあてはまる」が，27％であった。今
後も，組織や業務内容，行事の見直し等だけでな
く，職員の意識変革，育友会への理解の対策を行
う。

B

・校時を見直し，業務に当てる時間を確保
したことにより，「働き方に対する改善が
図れた」と回答した職員は，「よくあては
まる」「だいたいあてはまる」74％であっ
た。

B

・働き方改革について，保護者や地域でも
業務内容の理解や教職員の実態等を考慮し
た支援をしていく必要性がある。 主 ： 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

〇教員の専門性と意識の向上 〇特別支援に関する知識や支援のあり
方が向上したと考える教員80%以上

・個別の支援計画にもとづく支援体制
と校内を図る。
・特別支援教育に関する研修会，ケー
ス会議等を開催し，情報の共有化を図
る。

B

・「特別支援に関する知識や支援のあり方（個別
の支援計画にもとづく支援や情報の共有化等）が
向上した」のアンケートでは，「だいたいでき
た」以上が，86％であった。職員間で情報交換を
頻繁に行い，児童理解に努めていく。

A

・個別の支援計画にもとづく支援体制と校
内を図るり，特別支援教育に関する研修
会，ケース会議等を開催し，情報の共有化
を図った。

A

・特別支援教育について，教師間だけでな
く，地域，保護者，関係機関との連携を密
にし，より一層の協力をしていく。専門家
による講和等を取り入れ，保護者自身の理
解を深める機会を持つ。

主 ： 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・
　　次年度への展望

・校内研究（算数）を中心とした授業実践を通して，学習指導要領に根ざした学びやその指導法，学習過程等の共通理解を図ることができた。より一層の基礎学力の定着と活用する力の育成，および，「学び合い」に対する理論研究，共通理解とそれらを取
り入れた授業展開の工夫等，更なる深化を図っていきたい。
・教育相談や特別支援教育及び個別の支援について，学校全体での体制作りや組織的に対応することの重要性について共通理解を図ることができた。また，保護者とのとの連携を密にとり，協力を得ることができた。関係機関と連携しながら，更に体制の確
立と充実を図りたい。
・学力向上地域指定事業（算数）での取組を中心とした学び合い活動を他教科，領域に広めるとともに，コミュニケーション能力等，これからの社会で必要な力を身につけさせるための共通理解と共通実践に取り組みたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度
　　評価結果の概要

・学習指導要領に根ざした学びの具現化と指導法の改善を推進し，基礎学力の定着と学びに向かう力を育む必要がある。
・教育相談及び個別の支援について，学校全体で組織的に対応することへの意識が高まっており，体制の確立と充実を図りたい。
・校内研究（算数）を中心とした授業改善に向けた共通理解と共通実践に取り組みたい。

２　学校教育目標 　自ら学び，たくましく，心豊かな児童の育成　　～ 校訓：『 心　きびきび　精一杯 』 ～

３　本年度の重点目標
①「わかる授業」を基盤とした基礎的基本的な学習内容の確実な定着（日常の授業と家庭学習の連動）
②  学校及び家庭の教育力を高める組織的な教育相談体制の確立と個別の支援体制の充実（いじめの未然防止等を含む）
③ 運動の楽しさを実感できる体育学習の充実と運動の日常化(体つくりの奨励等)

学校名 伊万里市立二里小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


